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第
一
章

信

仰

こ
の
章
で
は
古
く
か
ら
村
人
の
間
で
年
中
行
事
的
に
行
な
わ
れ
て

来
た
俗
信
と
、
神
社
仏
寺
以
外
の
教
義
と
組
織
を
持
っ
た
宗
教
と
に

分
け
て
話
す
こ
と
に
す
る
。

年
中
行
事
は
村
の
始
ま
り
と
共
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
季
節
と
関
係

し
、
神
仏
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
ま
た
農
耕
生
活
に
深
い
つ

な
が
り
を
持
っ
て
来
て
い
な
だ
か
ら
過
去
の
素
朴
な
農
耕
一
本
の

生
活
の
中
に
あ
っ
て
は
、
一
年
間
の
生
活
の
中
に
一
つ
の
区
切
り
を

持
つ
行
事
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て
来
た
。
年
々
同
じ
暦
時
が
く
れ
ば

一
定
の
様
式
の
慣
習
的
な
営
み
が
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る

が
、
長
い
間
に
は
様
式
に
多
少
の
変
遷
も
あ
り
、
ま
た
生
活
の
多
様

化
の
中
で
し
だ
い
に
廃
れ
て
行
き
、
今
日
で
は
全
く
忘
れ
去
ら
れ
た

仰

も
の
が
多
い
。

民
間
に
お
け
る
俗
信
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
行
な
わ
れ
て
い
た
か
を
、
0
村
内
に
共
通
す
る
信

仰
、
臼
部
落
に
独
特
な
信
仰
、
の
二
つ
に
分
け
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。0

に
つ
い
て
は
、
村
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
、
信
仰
的

行
事
の
内
容
に
多
少
の
違
い
は
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
安

全
と
豊
作
を
共
同
の
力
で
も
っ
て
祈
願
し
よ
う
と
す
る
連
帯
意
識
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
臼
に
お
い
て
は
、
多
く
の
部
落
で
信

仰
的
行
事
に
娯
楽
的
な
行
事
が
付
属
し
て
い
て
、
集
ま
っ
て
共
に
楽

し
も
う
と
し
た
レ
ジ
ャ
ー
文
化
の
乏
し
か
っ
た
時
代
の
民
衆
の
心
情

や
生
活
の
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
末
期
に
お
こ
っ
た
宗
派
神
道
か
ら
主

と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
興
っ
た
新
興
宗
教
な
ど
、
村
内
に
信

者
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
略
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
一
節

庶

民

信

仰

な
お
、
0
の
行
事
の
内
容
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
全
域
に
わ
た
ら
な

い
で
、
あ
る
特
定
の
部
落
の
も
の
に

つ
い
て
書
い
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ

て
全
域
の
共
通
的
な
も
の
が
う
か
が

え
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

臼
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の

だ
け
に
と
ど
め
た
。

「鬼のこんご」
旧正月16日(仕出地区)
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一
、
共
通
す

る

信
仰

348

念
仏
の

口

開
け

虫

祈

躊

山

の

神

祭

り

雨

乞

ト

西
中
校
区

旧
正
月
一
六
日
に
、
稲
わ

ら
で
縄
を
な
い
、
大
き
な

ぞ
う
り
を
作
っ
て
、
そ
の

縄
の
中
央
部
に
取
り
付
け

て
谷
渡
し
に
張
っ
た
。
ぞ

う
り
に
は
、
わ
ら
に
包
ん

だ
飯
に
箸
も
そ
え
て
つ
る

し
た
。

夏
の
盛
り
の
稲
が
大
き
く

な
っ
た
こ
ろ
、
部
落
の
者

全
員
が
お
堂
に
集
ま
り
、

天
井
の
中
央
か
ら
椿
の
枝

を
つ
り
さ
け
た
下
に
輪
に

な
っ
て
す
わ
り
、
「
ナ
ン

マ
イ
ダ
ー
」
を
唱
え
な
が

ら
、
数
珠
を
日
暮
れ
ま
で

に
一
千
回
く
っ
た
。
そ
れ

が
す
む
と
、
松
明
に
火
を

つ
け
、
鐘
と
太
鼓
で
は
や

し
な
が
ら
川
に
流
し
た
。

天
井
に
つ
る
し
た
椿
の
小

枝
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
田
に

持
ち
帰
っ
て
立
て
た
。

旧
七
月
一
四
日
、
部
落
ざ

か
い
の
山
の
広
場
に
あ
る

面
に
、
そ
の
年
の
当
番
が

出
向
い
て
掃
除
を
し
、
ろ

う
そ
く
を
立
て
て
山
の
神

を
祭
っ
た
。
夜
に
な
る

と
、
全
部
落
民
が
そ
の
広

場
に
集
ま
り
、
先
達
が
念

仏
を
唱
え
る
後
に
輪
に
な

っ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
山

の
神
に
、
部
落
と
家
内
の

安
全
を
祈
願
し
、
そ
の
後

で
酒
も
り
を
開
い
た
。
現

在
で
は
八
月
一
四
日
に
、

部
落
の
民
家
の
近
く
で
酒

も
り
だ
け
を
開
い
て
い
る

組
が
あ
る
。

日
照
り
が
続
き
、
水
不
足

で
不
安
が
つ
の
ろ
と
、
部

落
全
員
が
集
ま
り
、
薪
を

た
い
て
み
ん
な
で
、
「
ア

マ
レ
ダ
ア
マ
レ
、
ゴ
ン
ゲ

ン
ド
ー
、
テ
ン
ジ
ク
テ
ン

ノ
龍
グ
ン
ド
ー
」
と
、
太

鼓
と
共
に
、
一
日
中
唱
え

て
祈
願
し
た
。

八
月
一
七
日
に
、
お
寺
で

祖
先
の
霊
を
供
養
し
、
夜

は
盆
踊
り
を
す
る
。

旧
正
月
の
一
六
日
に
、
組

の
者
全
員
が
集
会
所
に
集

ま
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
現

在
で
は
、
一
月
四
日
に
行

な
っ
て
い
る
。

戦
前
ま
で
、
初
夏
の
こ

ろ
、
組
中
が
神
社
に
集
ま

り
、
鐘
と
太
鼓
で
祈
願
し

た
。
そ
の
後
、
虫
を
追
っ

て
組
の
田
畑
を
ま
わ
り
、

部
落
は
ず
れ
の
川
原
に
虫

を
追
い
集
め
、
そ
こ
で
松

明
を
た
い
て
虫
を
焼
き
は

ら
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
松

六
月
一
日
に
悪
病
よ
げ
と

し
て
行
な
わ
れ
る
。

戦
前
ま
で
、
神
社
に
組
全

員
が
集
ま
り
、
鐘
、
太
鼓

を
た
た
い
て
長
時
間
祈
願

し
た
。
最
後
に
、
神
官
が

「
お
み
く
じ
」
を
引
い

て
、
雨
の
時
期
や
量
を
占

っ
た
。

八
月
一
五
日
に
、
家
の
軒

先
に
特
別
の
祭
壇
を
作

り
、
四
方
に
若
竹
を
立
て

て
、
く
ず
葉
か
ず
ら
を
め

ぐ
ら
し
、
里
芋
の
茎
と
葉

を
供
え
た
り
、
芭
蕉
の
葉

を
し
い
て
そ
の
上
に
果
物

な
ど
を
供
え
た
り
し
て
、

先
祖
の
位
牌
を
お
き
、
線



第1華 僑

東
川
校
区

旧
歴
の
一
月
一
六
日
に
、

全
員
が
部
落
長
の
家
に
集

ま
り
、
部
落
の
入
り
口
に

鬼
の
金
剛
と
い
う
大
き
な

わ
ら
じ
を
作
っ
て
張
り
渡

し
、
災
難
を
追
い
は
ら
う

意
味
の
行
事
を
し
て
い

た
。
こ
の
日
は
当
家
(
と

う
や
)
で
全
家
庭
に
お
粥

を
配
っ
た
。

南
中
校
区

てえ六退じ六を進わ
いら日数は日つ料ら
たれまのきにる理で
なで祈に’し

) 、1〇二ミ圭三」とト、ん「「 ヽ

いは躊
こ、を

弁
当
が
げ
で
鬼

組
の
者
が
わ

を
つ
作
日管

白けた
た縄
わに

正
月
のら
ら一じ精

し
た
。
一

念
仏
は
唱

と
に
な
っ

明
の
炎
に
追
い
つ
め
ら
れ

虫
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
焼
け
死
ん
だ
。
虫
害
の

ひ
ど
い
時
に
は
、
祈
躊
師

を
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
時
の
費
用
は
作
付
面

積
に
応
じ
て
割
当
て
ら
れ

た
。
ま
た
、
虫
祈
繭
に
対

す
る
お
宮
へ
の
お
礼
は
、

秋
に
「
お
礼
お
ど
り
」
と

い
う
お
祭
り
を
し
て
、
こ

の
時
、
五
穀
豊
鏡
祈
願
成

就
を
祝
っ
た
。

香
に
火
を
つ
け
て
霊
を
と

む
ら
う
。

ま
た
、
新
盆
と
い
っ
て
、

死
亡
し
た
最
初
の
お
盆
に

は
、
方
丈
を
迎
え
、
門
先

に
旗
を
立
て
て
供
養
す

る
。

六
月
中
旬
の
田
休
み
の
日

に
、
虫
除
け
と
し
て
、
数

珠
を
く
り
、
念
仏
を
唱
え

て
祈
っ
て
い
る
。

九
月
二
〇
日
に
、
酒
と
肴

を
各
家
庭
よ
り
持
ち
寄
っ

て
、
山
の
神
を
お
祭
り
し

て
い
る
。

龍
王
様
で
、
第
二
次
世
界

大
戦
直
後
ま
で
、
鐘
と
太

鼓
で
行
な
っ
て
い
た
。

八
月
一
五
日
の
夜
、
村
の

広
場
(
現
在
は
学
校
)
に

集
っ
て
盆
踊
り
を
す
る
。

田
植
え
が
終
わ
っ
て
間
も

な
く
、
部
落
の
者
に
住
職

も
加
わ
っ
て
、
お
寺
の
境

内
で
、
日
の
出
か
ら
日
の

入
り
ま
で
、
鐘
と
太
鼓
で

念
仏
を
唱
え
た
。

小
高
い
山
の
松
の
大
木
の

下
に
集
ま
り
、
松
明
を
た

い
て
五
穀
を
奉
納
し
た
。

松
の
木
は
、
現
在
は
枯
れ

て
い
る
。

お
宮
や
竜
王
山
で
、
太
鼓

に
合
わ
せ
て
雨
乞
蹄
を
踊

っ
て
祈
願
し
た
。
当
日

は
、
干
物
を
し
な
い
こ
と

に
し
て
い
た
。

八
月
一
五
日
に
、
お
寺
の

境
内
で
盆
踊
り
を
す
る
。
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二
箆
小
校
区

念
仏
の

口
開
け

虫

所

蔵

山

の

神

祭

り

雨

乞

一
月
一
六
日
に
、
各
家
庭

で
念
仏
を
唱
え
た
。
念
仏

は
そ
の
日
ま
で
は
唱
え
ら

れ
な
い
も
の
と
し
て
い

た
。

江
戸
時
代
よ
り
、
旧
七
月

に
全
部
落
民
が
、
夜
明
け

と
共
に
正
泉
寺
に
集
ま

り
、
本
堂
で
は
住
職
の
読

経
が
日
暮
れ
ま
で
続
く
中

で
、
農
民
達
は
輪
に
な
っ

て
、
「
ナ
ン
マ
イ
ダ
」
を

唱
え
な
が
ら
百
万
べ
ん
の

大
数
珠
を
一
日
中
く
り
回

し
た
。
日
が
暮
れ
る
と
、

各
人
が
竹
の
松
明
に
火
を

つ
け
、
わ
ら
人
形
を
先
頭

に
、
鐘
と
太
鼓
で
川
に
出

て
、
そ
の
わ
ら
人
形
を
流

し
た
。
部
落
民
は
、
こ
の

火
祭
を
見
る
た
め
に
、
一

日
中
仕
事
を
休
ん
で
、
夏

の
夜
を
う
ち
わ
姿
で
楽
し

ん
だ
。

各
伍
組
に
祭
っ
て
あ
っ

た
。
山
の
仕
事
を
す
る
人

が
多
か
っ
た
た
め
、
毎
月

一
八
日
に
お
祭
り
を
し
て

い
た
。

大
中
臣
の
被
の
で
き
る
者

は
八
社
神
社
に
、
般
若
心

経
の
で
き
る
者
は
正
泉
寺

に
と
別
れ
て
集
ま
り
、
二

組
に
な
っ
て
、
太
鼓
の
ド

ン
ド
コ
ド
ン
ド
コ
ド
ン
ド

ン
ド
ン
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
、
天
に
向
か
っ
て
声
を

合
わ
せ
て
、
前
半
を
「
ア

ー
メ
タ
ー
モ
レ
、
リ
ユ
ウ

グ
ウ
ド
」
と
呼
ぶ
と
、
続

い
て
後
半
を
「
テ
ン
ジ
ク

テ
ン
ハ
ク
モ
レ
」
と
呼
ん

で
、
三
旦
二
晩
祈
り
続
け

た
。
女
房
た
ち
が
、
毎
日

弁
当
を
運
び
、
家
で
は
老

人
が
神
仏
に
祈
っ
た
。

八
月
一
五
日
に
盆
踊
り
を

す
る
。

師
走
に
、
そ
ば
を
食
べ
て

念
仏
を
唱
え
る
と
不
幸
が

く
る
と
い
わ
れ
、
旧
正
月

一
六
日
に
、
念
仏
の
口
開

け
と
し
て
、
会
堂
に
集
ま

り
、
念
仏
を
唱
え
て
大
御

酒
を
い
た
だ
く
習
慣
が
あ

っ
た
が
、
昭
和
一
〇
年
頃

よ
り
い
つ
の
問
に
か
行
な

わ
れ
な
く
な
っ
た
。

現
在
は
途
絶
え
て
い
る

が
、
田
植
え
が
す
む
と
豊

年
を
願
っ
て
行
な
っ
て
い

た
。

一
・
五
・
九
月
の
そ
れ
ぞ

れ
二
日
に
山
の
神
を
お
祭

り
す
る
た
め
、
部
落
民
全

員
が
お
堂
に
集
ま
っ
て
お

こ
も
り
を
す
る
。

ヨ
ラ
キ
レ
は
二
箆
山
麓
に

あ
る
石
鎚
神
社
で
、
二
箆

地
区
は
八
社
神
社
で
、
昭

和
初
年
ま
で
た
き
火
を
た

き
、
太
鼓
を
な
ら
し
て
祈

躊
し
て
い
た
。

八
月
一
三
日
に
無
縁
の
仏

を
供
養
す
る
。
公
民
館
の

主
催
で
、
学
校
に
て
盆
蹄

を
す
る
。
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第1華 僑

(
文
末
の
「
い
た
」
形
は
過
去
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
、
「
い
る
」
形
は
現
在
も
続
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
)

二
、
部
落
特
有
の

信
仰
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仰第1華 僑

第
二
節

宗

一
、
黒

住

教

大
正
末
期
、
大
崎
雪
弥
に
よ
っ
て
竹
谷
に
開
所
さ
れ
る
。
本
村
で

は
、
七
鳥
・
竹
谷
・
長
瀬
・
河
口
に
教
会
所
を
も
つ
。
毎
月
三
日
に

久
万
町
皿
木
の
明
神
教
会
所
に
参
拝
し
、
一
五
日
の
定
会
日
の
ほ
か

に
、
冬
至
祭
・
夏
越
祭
・
教
案
祭
が
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
一
回
本

部
へ
の
参
拝
も
あ
る
。

二
、
天

理

教

昭
和
二
三
年
一
〇
月
二
五
日
、
青
木
信
衛
に
よ
っ
て
、
東
川
一
ノ

五
一
四
番
地
に
開
所
さ
れ
た
。
毎
月
四
日
に
お
祈
り
を
す
る
。
ま

た
、
大
祭
を
元
日
、
四
月
四
日
、
一
〇
月
四
日
に
開
く
。

三
、
金

光

教

昭
和
七
年
四
月
二
一
日
に
、
桜
木
治
美
が
東
川
一
ノ
四
九
番
地
に

金
光
教
東
川
教
会
を
開
所
。
毎
月
八
・
一
八
・
二
八
に
定
例
会
を
も
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ち
、
大
祭
五
月
七
日
と
教
夜
祭
一
一
月
七
日
の
ほ
か
に
、
元
旦
祭
と

春
秋
霊
祭
を
春
分
と
秋
分
の
日
に
も
っ
て
い
る
。
(
久
万
教
会
に
本
村

よ
り
一
五
名
の
信
者
が
入
会
し
て
い
る
)

四
、
創
価
学
会

昭
和
三
〇
年
二
月
に
、
片
岡
又
雄
の
入
信
に
よ
り
、
東
古
味
に
集

会
所
を
も
つ
。
毎
月
一
日
を
定
会
日
と
し
て
い
る
。

五
、
立
正
佼
成
会

昭
和
三
四
年
、
大
西
俊
満
の
入
信
に
は
じ
ま
り
、
教
会
所
は
も
た

な
い
。
毎
月
一
・
五
・
一
〇
・
一
四
・
一
五
。
二
八
日
を
定
会
日
と

し
、
年
内
に
は
一
月
一
・
五
・
一
五
日
、
二
月
三
日
、
三
月
五
日
、

四
月
八
日
・
二
八
日
、
七
月
一
三
・
一
四
・
一
五
日
、
九
月
一
〇
日
、

一
〇
月
二
一
日
、
一
一
月
一
五
日
、
一
二
月
八
日
が
行
式
日
と
な
っ

て
い
る
。

六
、
石

鎚

教

昭
和
三
四
年
秋
、
若
山
高
夫
の
入
信
に
よ
っ
て
、
日
ノ
満
戌
に
教

会
所
が
開
所
さ
れ
る
。

毎
月
、
一
七
日
を
祭
日
と
し
、
祭
日
に
は
、
参
拝
者
は
ご
神
像
を

い
た
だ
い
て
、
家
内
安
全
と
五
穀
豊
鑑
を
祈
願
す
る
。
ま
た
、
四
月

一
七
日
の
春
の
大
祭
と
、
一
〇
月
一
七
日
の
秋
の
大
祭
に
は
、
三
〇

〇
人
に
も
お
よ
ぶ
信
者
が
、
遠
く
は
松
山
・
高
知
か
ら
も
参
拝
し
、

春
に
は
ご
守
護
を
い
た
だ
き
、
秋
に
は
ご
ま
を
た
い
て
夜
ど
う
し
お

こ
も
り
を
す
る
。
そ
し
て
、
七
月
一
日
か
ら
の
石
鎚
山
お
山
開
き
に

は
全
員
石
鎚
山
に
詣
で
て
祈
願
す
る
。
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第
二
章

神

社
・
仏

閣

村
内
に
は
一
五
座
の
神
社
と
六
字
の
仏
閣
が
あ
る
。
そ
の
創
立
と

祭
神
や
本
尊
・
主
な
変
遷
・
お
よ
び
二
〇
年
前
の
本
村
合
併
当
時
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
現
わ
れ
て
い
る
顕
著
な
変
化
に
つ
い
て
記
す

こ
と
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
社
寺
の
創
立
に
つ
い
て
は
歴
史
的
裏
づ
げ

は
な
く
、
言
い
伝
え
に
従
っ
た
。
特
記
す
べ
き
こ
と
が
ら
は
、
過
疎

現
象
に
よ
る
継
承
者
の
減
少
の
中
に
お
き
た
祭
礼
等
の
簡
略
化
と
、

社
会
の
し
く
み
や
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
な
う
宗
教
(
信
仰
)

へ
の

弱
視
傾
向
で
あ
る
。
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第
一
節

神

一
、
八
柱
神
社

美
川
村
大
字
大
川
甲
四
四
二
番
地
。
祭
神
は
五
男
三
女
神
。
大
川

部
落
の
各
組
に
あ
っ
た
八
つ
の
お
宮
を
、
天
正
一
八
年
(
一
五
九
〇
)

に
合
祀
し
て
総
河
内
八
社
大
明
神
社
を
建
立
。
明
治
三
年
(
一
八
七

〇
)

に
八
柱
神
社
と
改
称
し
て
郷
社
に
列
格
。
明
治
八
年
(
一
八
七

五
)
境
内
に
天
神
・
金
比
羅
社
を
建
立
。
昭
和
四
四
年
二
月
一
日
、

が
少
な
い
た
め
、
自
動
車
で
神
輿
渡
御
を
行
な
っ
て
い
る
。
獅
子
舞

は
伝
統
的
で
、
保
存
会
も
結
成
さ
れ
て
い
て
例
祭
に
は
毎
年
奉
納
さ

れ
て
い
る
。

二
、
八

播
神
社

美
川
村
大
字
有
枝
二
二
三
八
番
地
。
祭
神
は
、
誉
田
別
命
、
足
仲

彦
命
、
気
長
足
比
売
命
、
相
殿
端
津
比
売
命
、
田
心
比
売
命
、
市
杵

八柱神社(大川)

忠
魂
碑
を
建
立
す
る
。
旧
六
月

二
八
日
の
夏
祭
と
、
建
国
記
念

の
日
に
お
け
る
遺
霊
祭
に
は
、

部
落
中
総
参
加
し
て
盛
大
な
祭

事
を
行
な
い
、
会
費
を
つ
の
っ

て
終
日
お
宮
に
参
籠
す
る
。
例

祭
目
は
一
一
月
一
三
・
一
四
日

で
あ
っ
た
が
、
村
内
例
祭
日
に

統
一
し
、
一
五
・
一
六
日
に
行

な
っ
て
い
る
。
近
頃
は
、
輿
守

島
比
売
命
で
あ
り
、
旧
社
格
は

村
社
で
あ
る
。
延
暦
二
三
年

(
八
〇
四
)

六
月
一
五
日
、
厳

島
神
社
よ
り
伊
予
の
国
に
一
四

社
が
勧
請
さ
れ
た
中
の
一
社
で

あ
り
、
延
久
三
年
(
一
〇
七
一
)

に
石
清
水
八
幡
宮
勧
請
の
、
伊

予
の
国
一
八
社
の
中
の
一
社
で

も
あ
る
。
昭
和
四
三
年
こ
ろ
ま

八幡神社(石板)

で
は
例
祭
に
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
若
年
者
減
少
の
た
め

現
在
は
途
絶
え
て
い
る
。
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三
、
御
三
戸
神
社

美
川
村
大
字
上
黒
岩
二
ノ
七
二
五
番
地
。
旧
社
格
は
村
社
で
、
祭

神
は
国
常
立
命
・
大
山
津
見
命
・
鹿
屋
野
比
売
命
・
建
速
素
盛
鳴
命

御三戸神社(上黒岩)

で
あ
る
。
明
応
四
年
(
一
四
九

五
)

に
国
社
と
し
て
建
て
ら
れ

た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
も

と
は
御
三
戸
に
建
っ
て
い
た
も

の
を
、
昭
和
三
〇
年
の
美
川
村

合
併
に
よ
る
役
場
建
設
の
た

め
、
逢
拝
所
で
あ
っ
た
現
地
に

移
転
さ
れ
た
。

元
禄
六
年
二
一
月
、
鳥
居
は
宝

暦
五
年
九
月
に
建
立
さ
れ
て
、

順
次
社
殿
の
整
備
が
な
さ
れ
て

い
っ
た
。
明
治
四
〇
年
七
月
、

村
社
に
定
格
。
昭
和
四
一
年
拝

殿
の
改
築
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

他
の
工
作
物
や
施
設
・
設
備
の

充
実
も
な
さ
れ
て
年
と
共
に
敬

神
の
念
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

八社神社(黒藤川)
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四
、
八
社
神
社

美
川
村
大
字
黒
藤
川
本
組
。
祭
神
は
天
之
忍
穂
耳
命
、
天
聴
日
命
、

熊
野
久
須
比
命
、
天
津
彦
根
命
、
多
伎
都
比
売
命
、
多
岐
理
比
売

命
、
狭
依
理
比
売
命
で
あ
る
。
仁
平
三
年
(
一
一
五
三
)
正
月
に
建
て

ら
れ
て
川
中
大
明
神
と
し
て
奉
斎
。
現
本
殿
は
寛
永
三
年
、
拝
殿
は

五
、
赤
蔵
神
社

美
川
村
大
字
黒
藤
川
三
〇
〇
三
ノ
一
番
地
。
祭
神
は
天
忍
穂
革

命
・
天
之
菩
卑
命
・
天
津
日
子
根
命
・
海
津
日
子
根
命
・
熊
野
久
須

毘
命
・
市
杵
鴫
比
売
命
・
多
岐
都
比
売
命
・
多
岐
理
比
売
命
で
、
仁

平
元
年
(
一
一
五
一
)
正
月
に
建
立
。
当
社
は
源
三
位
頼
政
の
母
が
赤

蔵
池
で
身
を
浄
め
、
一
子
頼
政
の
出
世
と
源
氏
の
再
興
を
祈
願
し
た

と
い
わ
れ
る
神
社
で
あ
る
。
明
治
四
三
年
(
一
九
一
〇
)
に
黒
藤
川
の

八
社
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
四
年
五
月
三
一
日
に
社
殿
を

復
興
し
て
元
の
社
に
奉
斎
。
昭
和
三
六
年
一
一
月
社
殿
が
火
災
の
た
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め
、
神
霊
を
大
古
の
日
月
社
に

遷
宮
し
て
い
た
が
、
四
五
年
に

社
殿
を
再
興
新
築
し
た
。

赤蔵神社(二箆)

六
、
音
無
神
社

美
川
村
大
字
沢
渡
。
祭
神
は

手
力
男
命
・
猿
田
彦
命
・
宇
須

女
命
・
雷
命
・
高
聾
神
・
天
照

大
神
・
月
夜
見
神
で
、
神
色
五

名
を
音
無
神
社
と
改
名
。
戦
前
は
村
社
と
し
て
、
三
大
祭
に
は
村
よ

り
幣
高
科
を
奉
り
、
村
長
が
供
進
使
と
し
て
参
向
奉
仕
し
て
い
た

が
、
終
戦
と
共
に
廃
止
と
な
っ
た
。
祭
胞
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
変
革
は
な
く
、
今
も
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
〇

年
、
拝
殿
の
大
改
築
を
行
な
っ
た
。

七
、
電
池
神
社

年
(
七
一
一
八
)
九
月
二
三
日
に
創
立
。
当
社
は
、
天
正
一
八
年
(
一

五
九
〇
)

に
、
日
月
社
と
一
宮
三
島
神
社
と
伎
の
社
の
三
社
を
合
祀

し
、
当
初
は
三
戸
大

明
神
と
称
し
て
い
た

が
、
荒
神
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
氏
子
崇
敬

者
や
神
主
の
合
議
に

よ
っ
て
、
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)

に
社

音無神社(沢渡)

美
川
村
大
字
七
鳥
四
ノ
一
二

三
の
二
番
地
。
伊
予
漫
遊
記
に

よ
る
、
「
弘
仁
六
年
海
岸
山
岩

屋
寺
空
海
開
基
の
時
、
峰
々
谷

々
に
七
権
現
を
擁
護
神
と
し
て

斎
く
」
と
あ
る
中
の
ひ
と
つ
が

当
社
。
祭
神
は
高
寵
神
・
速
秋

つ

ひ

め
の
か
み
∴
∴
∴
は
や
あ
き
つ

ひ

こ
の
か
み

津
比
売
神
・
速
秋
津
日
子
神
で

電池神社(竹谷)

あ
る
。
昭
和
三
〇
年
ま
で
ほ
神
輿
を
例
祭
に
出
し
て
い
た
が
、
戸
数

二
〇
戸
・
人
口
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
地
域
で
は
輿
守
も
少
な
く
現
在
で

は
休
止
し
て
い
る
。
氏
子
の
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
神
社
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
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八
、
河
内
八
社
神
社

美
川
村
大
字
七
鳥
三
ノ
二
九
五
ノ
三
番
地
。
祭
神
は
主
神
の
天
忍

穂
耳
命
と
五
男
三
女
神
。
弘
仁
六
年
(
八
一
五
)
空
海
が
岩
屋
寺
開

河内八社神社(長瀬)

基
に
あ
た
り
擁
護
の
神
と
し
て

建
て
た
一
社
を
天
正
一
八
年

(
一
五
九
〇
)

に
八
社
に
合
祀

し
た
中
の
一
社
と
伝
え
ら
れ

る
。
明
治
二
二
年
(
一
八
八
〇
)

一
〇
月
、
拝
殿
を
再
建
造
営
。

現
在
氏
子
数
は
約
四
〇
戸
で
あ

る
が
、
老
人
・
婦
女
子
の
家
庭

が
多
い
た
め
他
の
祭
事
は
よ
く

四
月
、
紀
伊
熊
野
よ

り
勧
請
遷
宮
さ
れ
た

伊
予
国
二
四
社
の
中

の
一
社
と
伝
え
ら
れ

る
。
神
武
天
皇
東
遷

二
六
〇
〇
年
祭
に

熊野神社(七鳥)

358

で
き
る
け
れ
ど
も
、
秋
の
例
祭
に
は
神
輿
も
出
な
い
現
状
に
あ
る
。

九
、
熊
野
神
社

美
川
村
大
字
七
鳥
一
ノ
五
五
番
地
。
祭
神
は
神
武
天
皇
の
ほ
か

に
、
国
常
立
尊
を
は
じ
め
一
五
柱
の
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
創
立

は
さ
だ
か
で
な
い
が
伊
予
浮
穴
誌
に
よ
る
と
、
推
古
天
皇
御
宇
四
年

は
、
国
葎
金
の
幣
島

供
進
が
あ
っ
た
。
明
治
四
〇
年
一
一
月
二
七
日
に
村
社
に
列
格
。
戦

後
、
旧
社
格
が
廃
止
に
な
っ
た
り
農
地
改
革
で
社
有
田
を
失
っ
た
り

し
た
こ
と
か
ら
、
氏
子
(
現
在
約
三
〇
戸
)

に
も
敬
神
の
念
が
う
す

ら
い
で
い
た
が
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
よ
り
、
祭
礼
等
も
昔
ど
お
り
に
復

活
し
、
例
祭
に
は
五
年
お
き
く
ら
い
に
神
輿
の
巡
幸
も
あ
る
。

一
〇
、
八
社
神
社

美
川
村
大
字
七
鳥
二
ノ
五
〇
七
番
地
。
天
忍
穂
革
命
を
主
神
と

し
た
五
男
三
女
神
が
祭
神
。
創
立
不
詳
。
天
正
年
間
、
戦
国
争
乱
の

時
、
誠
忠
の
士
新
田
義
貞
を
武
神
と
し
て
合
祀
。
明
治
三
年
一
二
月

二
二
日
七
鳥
鎮
座
の
熊
野
神
社
に
合
祀
し
た
が
、
戦
後
の
憲
法
改
正

に
ょ
っ
て
信
仰
の
自
由
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
昭
和
二
二
年
に
分
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八社神社(西古味)

社
し
て
、
宗
教
法
人
法
の
示
す

と
こ
ろ
に
よ
“
っ
て
創
設
。
殿
内

に
お
け
る
祭
事
に
は
比
較
的
多

く
の
氏
子
が
集
ま
っ
て
祭
胞
に

参
加
し
て
い
る
し
、
五
年
に
一

回
く
ら
い
の
割
合
で
神
輿
も
渡

御
し
て
い
る
。

の
先
人
が
祭
っ
た
氏
神
の
二
社
が
合
肥
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
終
戦

と
同
時
に
東
川
の
河
崎
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
三
年

八
月
五
日
に
分
か
れ
て
当
社
を
再
興
し
た
。

二
一
、
河
崎
神
社

一
一
、
大
宮
八
幡
神
社

美
川
村
大
字
東
川
二
ノ
一
一

九
二
番
地
。
祭
神
は
天
忍
穂
革

命
・
天
穂
日
命
・
天
津
彦
根
命

活
津
彦
根
命
・
熊
野
久
須
毘
命

た

ぎ

り

ひ
め
の
み
こ
と

だ
∴
ぎ

つ

ひ
め
の
み

多
岐
里
比
売
命
・
多
岐
都
比
売

命
・
市
杵
嶋
比
売
命
で
あ
り
、

創
立
不
詳
。
東
川
庄
屋
の
氏
神

で
あ
る
天
満
宮
と
、
東
川
開
拓

大宮八幡神社(東川)

美
川
村
大
字

東
川
一
ノ
一
番

地
。
祭
神
は
天

之
忍
穂
耳
命
と

五
男
三
女
神
。

創
立
は
慶
雲
二

年
(
七
〇
五
)

年
(
一
八
七
三
)

河崎神社(東古味)

一
一
月
三
日
。
慶
応
年
間
に
郷
社
に
列
格
。
明
治
六

一
〇
月
一
九
日
、
河
崎
神
社
と
呼
ぶ
。
東
川
開
拓

の
人
藤
原
舎
人
を
一
の
神
と
し
て
、
現
在
、
氏
子
は
四
四
〇
世
帯
で
、

一
一
月
一
五
日
に
例
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

一
三
、
尾
崎
神
社

美
川
村
大
字
中
黒
岩
甲
七
〇
番
地
。
創
立
は
仁
平
三
年
(
一
一
五

三
)
以
前
の
も
の
と
い
わ
れ
、
祭
神
は
天
照
大
神
と
建
速
須
佐
男
命
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尾崎神社(中黒岩)

で
あ
る
。

一
四
、
宮
柱
神
社

美
川
村
大
字
日
野
浦
甲
二
六

三
〇
番
地
。
天
文
二
年
(
一
五

三
三
)

に
建
立
。
祭
神
は
志
那

つ

ひ
こ
の
み
こ
と

し

な

つ

こ
ペ
の
み
こ
と

津
比
古
命
・
志
郡
部
戸
辺
命
・

雅
御
産
巣
日
命
・
大
物
主
命
・

宇
加
御
魂
命
で
あ
る
。
大
正
八

松原八社神社(日野浦)

祭
神
は
天
之
忍
穂
革
命
・
市
寸

嶋
毘
売
命
・
熊
野
久
須
毘
命
・

天
津
日
子
根
命
・
海
津
日
子
根

み
こ
と

あ
め
の

ほ

ひ

の
み
こ
と

た
∴
ぎ

つ

命
・
天
之
菩
昇
能
命
・
多
岐
津

比
売
命
・
多
岐
理
比
売
命
で
あ

る
。
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
に

よ
り
、
現
在
の
光
明
寺
が
分
離

さ
れ
た
。

360

年
(
一
九
一
九
)

二
月
九
日
に

全
部
焼
失
し
た
が
、
氏
子
の
協

力
に
よ
っ
て
現
在
の
社
を
建
て

た
。

一
五
、
松
原
八
社
神
社

美
川
村
大
字
日
野
浦
甲
八
一

九
番
地
。
創
立
は
大
宝
元
年

(
七
〇
一
)
以
前
の
も
の
で
、

宮桂神社(日野満)

第
二
節

仏

閣

一
、
宝
瑠
山
東
光
寺

美
川
村
大
字
七
鳥
一
ノ
一
七

一
番
地
。
新
義
真
言
宗
豊
山
派

で
西
光
寺
と
い
い
大
聖
不
動
明

王
を
本
尊
と
す
る
。
火
災
の
た

め
、
創
立
は
不
詳
で
あ
る
が
、

東光寺(七鳥)
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室
町
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
柄
香
炉
が
宝
物
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
)

に
、
沢
渡
に
あ
っ
た
宗
法
寺
が
当

寺
に
合
わ
さ
れ
、
大
正
五
年
(
一
九
一
六
)

に
は
ま
た
東
川
の
東
泉

寺
が
合
寺
さ
れ
て
、
東
光
寺
と
改
名
し
た
。
昭
和
初
期
に
は
檀
家
数

五
〇
〇
戸
ほ
ど
を
数
え
た
が
、
現
在
で
は
三
五
〇
戸
ほ
ど
に
減
っ
て

い
る
。
病
気
平
癒
の
祈
願
な
ど
は
岩
屋
寺
に
参
拝
す
る
人
が
多
い
た

め
、
八
月
二
五
日
の
お
施
餓
鬼
以
外
に
は
、
参
拝
者
は
あ
ま
り
な

ヽ

〇

〇
i
>

二
、
暗
雲
山
正
泉
寺

美
川
村
大
字
黒
藤
川
中
組
に
あ
っ
て
、
宗
派
は
浄
土
宗
。
本
尊
は

藤
原
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
(
村
指
定
文
化
財
)
で
あ

る
。
ま
た
付
属
建
物
と
し
て
、
烏
ケ
滝
金
比
羅
大
権
現
と
薬
師
如
来

も
安
置
さ
れ
て
い
る
。
創
立
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
権
現
の
建
立

が
文
治
元
年
(
一
一
八
五
)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
寺
は
、
当
地
方
が
最
初
に
開
け
た
と
い
わ
れ
る
ト

ロ
メ
キ
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
、
土
居
組
の
上
岡
肇
次
の
屋
敷
に
移
さ

れ
、
文
化
二
年
(
一
八
〇
五
)

に
現
地
に
建
立
さ
れ
た
。
檀
家
数

は
、
三
〇
〇
戸
を
数
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
合
併
当
時
に
は
二
三

○
戸
、
現

在
で
は
一

八
〇
戸
ほ

ど
に
減
っ

て
い
る
。

行
事
と
し

て
は
八
月

一
五
日
の

正泉寺阿弥陀如来像(黒藤川)

施
餓
鬼
と
一
〇
月
一
四
日
の
十
夜
法
要
が
、
戦
前
と
変
わ
り
な
く
行

な
わ
れ
て
い
る
。

三
、
正
覚
山
光
明
寺

美
川
村
大
字
日
野
浦
甲
一
二
六
七
番
地
。
一
〇
五
代
正
親
町
天
皇

の
末
期
、
船
草
出
羽
守
源
昌
綱
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
が
、
天
正
一

〇
年
(
一
五
八
二
)

に
天
徳
寺
(
松
山
市
御
幸
)
の
雲
巌
和
尚
を
請
じ

て
中
興
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
開
山
と
な
る
。
建
立
当
時
は
松
原
寺
と

よ
ば
れ
、
日
野
浦
の
松
原
八
社
神
社
に
神
仏
混
滴
で
祭
ら
れ
て
い
た

が
、
明
治
初
年
に
分
離
し
て
当
地
に
移
転
し
、
光
明
寺
と
改
名
。
本

尊
は
薬
師
如
来
(
西
京
住
人
藤
原
義
照
作
)

で
、
釈
迦
如
来
・
達
磨
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大
師
像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

宗
派
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
あ

る
。
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)

九
月
一
〇
日
と
明
治
一
〇
年

(
一
八
七
七
)

に
再
建
。
儀
式

や
行
事
と
し
て
は
、
毎
月
一
日

と
一
五
日
の
視
聖
、
三
月
二
一

日
の
春
季
彼
岸
会
、
四
月
八
目

の
花
祭
、
四
月
一
五
日
の
大
般

光明寺(日野浦)

仁
王
門
は
、
村
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
菅
生
山
大
宝
寺
の

奥
の
院
と
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
初
年
に
大
宝
寺
の
末
寺
と
な
る
。

362

若
会
、
八
月
一
五
日
の
孟
蘭
盆
会
、
九
月
二
三
日
の
秋
季
彼
岸
会
、

一
二
月
八
日
の
成
道
会
の
ほ
か
に
、
虫
祈
蒔
、
観
音
講
が
行
な
わ
れ

る
。
檀
家
は
合
併
前
後
に
は
三
〇
〇
戸
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

二
一
〇
戸
に
減
り
、
四
月
八
日
の
花
祭
と
虫
祈
繭
や
観
音
講
の
ほ
か

に
は
、
殆
ん
ど
参
拝
者
が
な
い
。

四
、
海
岸
山
岩
屋
寺

美
川
村
七
鳥
に
あ
る
。
新
義
真
言
宗
豊
山
派
に
属
し
、
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
四
五
番
の
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
寺
の
開
基
は
弘
仁
六

年
(
八
一
五
)
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊
は
不
動
明
王
で
、
旧
参
道
の

お
も
な
祭
礼
行
事
と
し
て
は
、

の
お
大
師
さ
ん
、
旧
四
月
八
日

の
お
釈
迦
さ
ん
の
祭
り
が
あ

る
。
三
月
二
一
日
に
は
、
昔
と

変
わ
り
な
く
、
三
、
〇
〇
〇
人

か
ら
五
、
〇
〇
〇
人
の
参
拝
者

が
あ
る
が
、
お
こ
も
り
を
す
る

人
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

元
日
の
修
正
会
と
、
旧
三
月
二
一
日岩屋寺仁王門(竹谷)

五
、
観
音
山
宗
泉
寺

美
川
村
大
字
大
川
甲
一
一
九
六
番
地
。
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
中
本
山

で
あ
る
。
正
堂
士
顕
和
尚
の
開
山
に
よ
り
、
応
永
二
二
年
(
一
四
一

五
)

に
禅
寺
と
し
て
建
立
。
本
尊
は
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
で
あ

る
。
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)

の
大
暴
風
で
倒
壊
。
そ
の
ま
ま
の

古
木
で
元
ど
お
り
再
建
し
た
が
、
い
た
み
が
早
く
て
昭
和
一
六
年
に
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宗泉寺(大川)

新
築
し
た
。
檀
家
数
は
二
〇
年

前
に
は
三
五
〇
戸
ほ
ど
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
二
一
〇
戸
。
旧

暦
四
月
八
日
の
花
祭
り
と
、
新

暦
八
月
一
七
日
の
施
餓
鬼
と
盆

踊
り
が
、
今
も
続
い
て
行
な
わ

れ
て
い
る
。

中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
は
代
々
宗
泉
寺
の
僧
が
隠
居
し
て
寺

守
を
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
無
住
で
、
宗
泉
寺
の
僧
が
兼
務
し
て

い
る
。

六
、
善
遊
山
極
楽
寺

美
川
村
有
枝
二
一
五
六
番

地
。
室
町
時
代
に
大
川
宗
泉

寺
の
末
寺
と
し
て
建
立
。
宗

派
も
臨
済
宗
東
福
寺
派
で
あ

る
。
本
尊
は
弥
陀
三
尊
像
で

昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
日
、

村
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
。
檀
家
数
は
宗
泉
寺
の

極楽寺弥陀三尊像(右横)
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